
消防用防火被服の接炎実験について

1. はじめに

防火線や救助続当事に使用祭れている織講義の物理約性

能についてはすでに濁らかはきれているが，これ

繊維が直接炎に触れた場合における性状について不明

な点がきるい。過訟においても襲撃機によって，直接織に

おぶられた経緯もあることから p その繁懇意ピ把渥

安全管理上のー資料とすることを目的として本実験を

行なったも

2. 実験場所および実施月日

実験場所消防科学研究所舎個人装備実験室

禦総月日 昭和52年5 部鐙から

昭和52年5月27日まで

実験講目

1) 接炎後の裏面温度の変化

2) 炎温度の差による焼き開始時間の変化
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5. 実験方法
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記の温度の炎を垂直にあてて行った。

1) 爆燃による防火衣等の被曝例をもとに，裏面温

度mめ続時変化をふる、ためね船O'Cの炎合 5秒問機炎し

~. 

N 。

2) 爆燃時建物の内装材その他直近の器材等が受け

た捻鐙曝露温綾会もととし焼き開始待問のちがし

ために接炎綴度を

段階とした。

800'C及び 1，000'C

図ーー1 受験装置

6. 測定方法

裏面温絞め測定にp 熱電対を黒いp 加熱ぶ

繊維の変化を見るために顕微鏡写真を用いた。

表面が終げ始めた時点をもって焼開始時間

しれ視によ静観測した。

1. 実験結果

裏面温援をの変化

8∞℃の炎を5秒間あてた場合の裏面温度の変化は

表-1及び図-2のとおりである。 3種類の服地主も

時織の経過による温度上野は総線的でp

合は 1秒後では32.5'Cであったものが5秒後には50

℃と17.5'Cしかあがっていないが執務服地では40'Cで
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写真 4 (800'Cの炎を5秒間接炎後の執務服地の顕

激競写災)(倍〉

写真一 5(j妾炎前の救助服地の顕微鏡写真)(x25倍〉

写真 (80Q"Cの炎女各秒間桜災後の救助服地の顕

微鋭写真)(x25倍〉

2) 捺炎温液別の焼ざ務始時間

測定結果は表ー2のとおりで。さらに，これもグラ

フに表わしたものが図である。接炎滋度と!燃き開

始時間との関係をみると，執務服地と救助服地では，

炎温度に反比例した直線的な変化がみられたが妨火沼

地の場合は，炎j滋度ヵからしOOO'Cになっても焼

き開始時間に余り差はなく0.5秒と小さくなっている。
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8. 考察

供ぷ繊維の紛熱性総こっし「とは，文献上は数効沼

地は若干の優位性が伺われるが，今回の実験における

裏面滋疫の変化幸子みるとp 繊常設がおまくなるにしrがっ
て，総選主が低くなるという傾向命治していることか

ら，裏面温度は繊維の厚さが大きく作用するものと思

われるのまた焼き開始時間は執務沼地及ぴ救助似た牲と

も炎の温度に反比例しているのに対し防火服地の場合

は，よ誌の温度合的O'Cから800'C1ニトげたと診の時間差

は大きいが，さらに800'Cから1，000'C上げるとその差

は0.5秒しかな〈なり殆んど，違いはみられなかっ役。

これはアルミニウムの融点が660'むなので 800'C以上

の温度になると防火服の繊維表面にコーティングされ

ているアルミが総融して時間差が少なく以ゥたものと

思われる。

呼緩や血液め綴環め促進

れるなど代謝の克進を伴い

さらに受熱を継続することにより痛みや火傷を生ずる



のであるが，火災現金絡における潟熱は対露，

伝導等の形で人体犯影響し各仮熱機式によゥて様々な

危険性を包含するものである。

高熱による総害令人体の皮膚組織についてみると，

皮膚の色は組織の盤度と共い変化し組織温淡泊:45'Cに

なると痛みが生じ皮膚は薄赤色となり F 組織温疫が

らに高くなると痛みはさらに強くなり皮膚は蹄色の赤

に変化し，組織温殺が72'C以上になると感覚が失われ

皮持憲法白色となり綴織は回後不可絡な状態ぷなるとい

われている。 800'Cの炎合接炎したときの供試布の5

秒後の裏面温度は防火服の場合には50'Cに上昇した

が，執務綴と数助線地については， それぞれ80'Cと

lJ5， 1 'cまで上昇することがわかっj.::..o 実終には下殺

をつけその他体の発汗作用に伴う冷却効果等によって

皮膚が上述の温度を直接受けるわけではないが，接炎

時間治:長ければ，それだけ火傷の危険性もくなる

で蕊場活続時の安余:を留る意味からも下着T警はなる

く厚手のものを用いるなど配慮する必要があろう

9. おわりに

今回は消防隊員が着装している上着についてき経験会

行なったが，今後下着等を含めた重ね着状態における

特性及び滋己情火後繊総の性能等について検討を重ね

ていきたL、。なお今回実験抗使約した繊維の物盤的性

能について選き添えたので，参考にされたい。

執務服は主繊維はポリエステル65%，レーヨン35%である

防火般の京総維はピニニロ γである
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救助服の主繊維は芳香族ポりアミ Fである.
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